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雲に浮かぶ富士山の景色が広がりました雲に浮かぶ富士山の景色が広がりました。。
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雲に浮かぶ富士山の景色が広がりました雲に浮かぶ富士山の景色が広がりました。。
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７
月

日
（
土
）か
ら
、
町
内
４

１３

海
水
浴
場
に
監
視
員
が
配
置
さ
れ
、

本
格
的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
す
。

松
崎
町
は
、
こ
の
夏
の
期
間
、

１
年
の
う
ち
で
最
も
観
光
客
が
訪

れ
、
地
域
の
人
口
が
急
増
し
ま
す
。

町
で
は
、
観
光
客
は
も
と
よ
り
、

町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
警
察
や
海
上
保
安
部

等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

夏
期
期
間
中
の
安
全
で
快
適
な
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
水
難
事
故
の
際
に
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
各
海
水

浴
場
で
は
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が

監
視
に
あ
た
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
除
細

動
器
）
を
配
備
し
ま
す
。

賀
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
海
水
浴
場
の
水
質
検
査
の
結
果

は
、
次
表
の
と
お
り
判
定
さ
れ
、

安
心
し
て
海
水
浴
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
放
射
性
物
質
は
、
検
出

限
界
未
満
で
し
た
。

松
崎
海
岸
で
は
、
水
上
バ
イ
ク

利
用
者
の
増
加
に
よ
り
、
利
用
者

の
マ
ナ
ー
の
悪
化
が
目
立
ち
、
漁

業
関
係
者
や
海
水
浴
客
と
の
ト
ラ

ブ
ル
が
多
く
発
生
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
水
上
バ
イ
ク
の
利
用
を
ご

遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
岩
地
、
石
部
、
雲
見
海

岸
に
つ
い
て
は
、
町
で
管
理
す
る

漁
港
施
設
で
あ
る
た
め
、
水
上
バ

イ
ク
の
持
込
み
お
よ
び
利
用
は
禁

止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
海
水
浴
期
間
中
は
海
水

浴
場
内
で
の
利
用
お
よ
び
乗
入
は

条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

違
反
者
に
は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

町
内
４
海
水
浴
場
の
海
水
浴
期

間
７
月

日
（
土
）か
ら
８
月

日

１３

２５

（
日
）の
期
間
は
、
各
海
水
浴
場
に

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
を
配
置
し
、
安

心
安
全
な
海
水
浴
場
と
し
て
管
理

し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松崎海水浴場区域

年
間
観
光
客
数
の
３
割
以
上
が

夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
集
中
し
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
賀
茂
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
は
、
街
頭
パ
レ
ー
ド
や

ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
、
チ
ラ
シ
の
配

布
に
よ
る
広
報
活
動
、
食
品
営
業

施
設
の
監
視
指
導
、
食
品
営
業
者

鰍

恰

割

括

潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝

喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝

○
乱
暴
な
言
動
、
威
勢
を
示
す

行
為

○
遊
泳
区
域
外
で
の
遊
泳

○
夜
間
遊
泳
お
よ
び
酒
気
を
帯

び
て
の
遊
泳

○
機
関
を
用
い
る
ボ
ー
ト
等
の

航
行

○
も
り
、
や
す
、
水
中
銃
等
の

使
用

○
危
険
物
の
持
込
み

○
危
険
で
風
俗
を
害
す
る
た
き

火
、
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー

○
許
可
を
受
け
て
い
な
い
車
両

の
乗
り
入
れ

○
許
可
を
受
け
て
い
な
い
営
業

行
為

※
条
例
に
違
反
す
る
者
に
は
罰

金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

判 定海水浴場名

適 合（水質Ａ）松 崎

適 合（水質ＡＡ）岩 地

適 合（水質ＡＡ）石 部

適 合（水質Ａ）雲 見

海水浴場の水質検査について

（５月１５日採水）

＜参考＞ 海水浴場の水質の判定基準

透明度COD（※）油膜の有無
ふん便性
大腸菌郡数

区 分

全透
（水深１ｍ以上）

２mg/L
以下

油膜が
認められない

不検出
（検出限界２個／１００ml）

水質ＡＡ

適
全透

（水深１ｍ以上）

２mg/L
以下

油膜が
認められない

１００個／１００ml以下水質Ａ

水深１ｍ未満～
５０㎝以上

５mg/L
以下

常時は油膜が
認められない

４００個／１００ml以下水質Ｂ

可
水深１ｍ未満～

５０㎝以上
８mg/L
以下

常時は油膜が
認められない

１，０００個／１００ml以下水質Ｃ

５０㎝未満
８mg/L
超

常時油膜が
認められる

１，０００個／１００mlを
超えるもの

不 適

（※）ＣＯＤとは、水の中に含まれている汚れ（主に有機物の汚れ）を数値化したものです。

＜参考＞
海水浴場の放射性物質に関する指針

新たな指針
（Ｈ２４．６．８改定）

区 分

合計１０Bq/L以下
セシウム１３４
セシウム１３７海水の

放射性物質
設定なしヨウ素１３１

※検出限界１．０～２．０Bq/L

水

質

検

査

結

果

海
浜
・
水
上
バ
イ
ク
対
策

食

中

毒

防

止

対

策

海
水
浴
場
で
の
禁
止
行
為
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に
対
す
る
講
習
会
を
開
催
し
、
食

中
毒
防
止
に
努
め
ま
す
。

宿
泊
施
設
や
飲
食
店
で
は
、
衛

生
管
理
に
留
意
し
、
食
中
毒
の
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

地
震
・
津
波
対
策

松
崎
町
消
防
団
で
は
、
津
波
に

関
す
る
広
報
が
あ
っ
た
場
合
や
大

き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
は
、

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
、
観
光
協
会
、

自
主
防
災
組
織
と
協
力
し
、
海
水

浴
客
の
避
難
誘
導
を
行
い
ま
す
。

各
海
水
浴
場
の
避
難
場
所
に
つ

い
て
は
、
松
崎
海
水
浴
場
は
避
難

ビ
ル
と
な
っ
て
い
る
「
伊
豆
ま
つ

ざ
き
荘
」
、「
伊
東
園
ホ
テ
ル
」
へ
、

岩
地
・
石
部
・
雲
見
海
水
浴
場
で

は
、
避
難
誘
導
の
指
示
や
誘
導
看

板
に
従
っ
て
近
く
の
高
台
へ
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
津
波
注
意
報
・
警
報
が

発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
海
面
監
視

を
行
う
と
と
も
に
、
水
門
等
を
閉

鎖
し
ま
す
。

水
難
事
故
防
止
対
策

消
防
団
員
に
普
通
救
命
講
習
を

受
講
さ
せ
、
水
難
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
応
急
処

置
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

７
月

日（
月
）～
８
月

日（
日
）

２２

２５

を
夏
期
対
策
期
間
と
し
て
、
次
の

と
お
り
日
程
を
変
更
し
て
ご
み
収

集
を
行
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎
へ
の
持
込
み

【
月
曜
日
～
金
曜
日
】

午
前
８
時

分
～
午
後
４
時

分

３０

３０

【
土
・
日
曜
日
】

午
前
８
時

分
～
午
前

時

分

３０

１１

３０

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

こ
の
運
動
は
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
、
自
ら
の
交
通
安
全
に
関
す

る
意
識
を
高
め
、
交
通
ル
ー
ル
の

順
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
努

め
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

７
月

日（
木
）～

日
（
土
）

１１

２０

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

安
全
を

つ
な
げ
て
広
げ
て

事

故
ゼ
ロ
へ

【
運
動
の
重
点
】

○
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故

防
止

○
追
突
事
故
の
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
の
徹
底

【
運
動
の
内
容
】

○
街
頭
指
導

○
巡
回
広
報

○
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

○
交
通
診
断

○
町
内
放
送

○
の
ぼ
り
旗
の
掲
出

夏
期
シ
ー
ズ
ン
は
廃
棄
物
不
法

投
棄
が
多
発
し
ま
す
。
そ
の
対
策

と
し
て
、
例
年
不
法
投
棄
取
締
り

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

期
間
は
７
月
、
８
月
の
２
カ
月

間
で
、
不
法
投
棄
多
発
箇
所
を
中

心
に
毎
週
実
施
し
ま
す
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
は
、

廃
棄
場
所
、廃
棄
物
の
種
類
に
よ
っ

て
土
地
所
有
者
、
関
係
機
関
へ
連

絡
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
な

場
合
は
、
警
察
に
通
報
す
る
等
の

措
置
を
講
じ
ま
す
。

７
月
は
、
青
少
年
非
行
・
被
害

防
止
強
調
月
間
で
す
。
家
庭
・
学

校
・
地
域
社
会
で
連
携
し
、
青
少

年
健
全
育
成
お
よ
び
非
行
・
被
害

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
松
崎
町
で
は
「
あ
い
さ

つ
・
返
事
・
後
し
ま
つ
」
を
合
言

葉
に
、
３
つ
の
実
践
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

大
人
か
ら
積
極
的
に
実
践
し
、

子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が
青
少
年

健
全
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

消

防

防

災

対

策

ゴ

ミ

対

策

交

通

安

全

対

策

不
法
投
棄
防
止
対
策

青
少
年
の
健
全
育
成

７月２２日（月）～８月２５日（日）の可燃ゴミ収集日程

収集日（曜日）収 集 地 区

月・水・金東、西、南、中区、宮内、伏倉、道部、岩科地区

火・木・土北区、江奈地区、桜田、中川地区

月～土岩地、石部、雲見

分別ごみの収集日程

桜田・伏倉

宮内・道部区
中 川 地 区江 奈 地 区

岩科地区・三浦地区
（注）

東・西・南・北・中区
（松崎５区）

２回目１回目２回目１回目２回目１回目２回目１回目２回目１回目

１９日５日１８日４日１７日３日１６日２日１５日１日７月

２３日９日２２日８日２１日７日２０日６日１９日５日８月

※毎月１回目の収集日には粗大ごみを、２回目の収集日には植物性廃食油の回収を行っています。
（注）三浦地区は７月３０日（火）、８月１３日（火）に分別収集を行います。収集品目はカン・ビン・ペットボトルのみです。
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松
崎
町
の
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
は
、
医
療
費
の
増
加
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
の

増
加
に
よ
り
、
単
年
度
収
支
で
は

毎
年
赤
字
と
な
る
等
、
大
変
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
積
み
立

て
て
あ
っ
た
基
金
を
取
り
崩
し
対

応
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
基
金

も
底
を
つ
く
と
い
う
非
常
事
態
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
、
前
年
度
分
の
所
得
が
確

定
し
た
こ
と
、
平
成

年
度
国
民

２４

健
康
保
険
特
別
会
計
の
収
支
の
見

込
み
、
今
後
の
医
療
費
の
動
向
を

勘
案
し
た
上
で
、
下
記
の
と
お
り

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
を
改

正
し
ま
し
た
。

本
来
の
不
足
額
を
税
金
の
み
で

賄
う
場
合
、
平
均

㌫
近
い
負
担

３０

増
と
な
る
試
算
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
一
般
会
計
か
ら
不
足
額
の
半

分
の
財
源
を
繰
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
平
均
約

㌫
増
の
改
正
と
な

１５

り
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
、
被
保
険
者
の

皆
様
方
に
は
、
大
き
な
負
担
増
と

な
り
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
現
状
を
何
と
ぞ
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
分

と
支
援
金
分
（
後
期
高
齢
者
医
療

支
援
金
）
と
介
護
分
（
介
護
保
険

納
付
金
（

歳
～

歳
の
被
保
険

４０

６４

者
））
の
合
計
金
額
と
な
り
ま
す
。

税
額
に
つ
い
て
は
、
４
つ
の
項

目
を
算
出
し
、
世
帯
ご
と
に
国
民

健
康
保
険
税
が
決
定
し
ま
す
。

①
所
得
割
（
加
入
者
の
所
得
に
応

じ
計
算
）

②
資
産
割
（
加
入
者
の
固
定
資
産

税
に
応
じ
計
算
）

③
均
等
割
（
世
帯
の
加
入
者
数
に

応
じ
計
算
）

④
平
等
割
（
１
世
帯
で
計
算
）

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

な
お
、
個
別
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
７
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
納

税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

介 護 分支援金分医 療 分

２５年度２４年度２５年度２４年度２５年度２４年度

２．３０％１．９０％２．４０％１．８０％５．９５％４．７０％所 得 割

７．００％７．００％１０．００％１０．００％２６．００％２６．００％資 産 割

９，９００円８，４００円８，４００円７，０００円２１，８００円１９，０００円均 等 割

７，２００円７，０００円８，４００円８，２００円２３，０００円２２，７００円平 等 割

１２万円１０万円１４万円１３万円５１万円５０万円
課税限度額

（課税される上限額）

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙

平
成

年
８
月
１
日（
木
）
か
ら

２５

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
が
変
わ
り
ま
す
。

現
在
使
用
し
て
い
る
「
緑
色
」

の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
「
平
成

年
７
月

日
」
と
な
っ
て
い
て

２５

３１

８
月
か
ら
は
使
え
ま
せ
ん
。

８
月
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く
保

険
証
は
、
表
面
が
「
オ
レ
ン
ジ
色
」

と
な
り
ま
す
。
７
月
中
旬
に
被
保

険
者
の
皆
様
に
郵
送
で
お
届
け
し

ま
す
。

保
険
証
が
届
か
な
い
、
記
載
内

容
に
間
違
い
が
あ
っ
た
等
の
場
合

は
、
健
康
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
の
有
効
期
限
も
、「
平
成

年
７
月

日
」
と
な
っ
て
い
ま

２５

３１

す
。
こ
ち
ら
は
昨
年
同
様
に
自
動

更
新
さ
れ
、
保
険
証
と
一
緒
に
郵

送
し
ま
す
。

新
し
く
減
額
認
定
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
健
康
福
祉
課
で
の
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成

年
中
の
所
得
を
も
と
に

２４

決
定
し
、
８
月
中
旬
に
通
知
し
ま

す
。す

で
に
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
に
よ
り
保
険
料
を
４

月
以
降
仮
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
場
合
は
、
９
月
中
旬
に
通

知
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

（
見
本
）

保険証：オレンジ色

平
成

年
度

２５

国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
が
決
ま
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
税
の

計
算
方
法

平成２５年度国民健康保険税の税率

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

減
額
認
定
証
の

更
新
に
つ
い
て

（
減
額
認
定
証
の
対
象
）

世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
被
保
険
者
の
方

保
険
料
の
通
知
に
つ
い
て



555

平
成

年
度
に
給
水
し
た
総
水

２４

量
は
、
約

万
２

０
０
０
立
方
㍍

９６

で
、
一
般
家
庭
の
使
用
量
が
大
幅

に
減
少
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
前

年
と
比
べ
１
万
９

０
０
０
立
方
㍍

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

収
益
的
収
支
で
は
、
収
益
が
、

使
用
量
の
減
少
に
よ
り
、
１
億
４

７
９
２
万
円
（
前
年
比
２
５
２
万

円
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
費
用
は
、
電
気
料
金
値
上

げ
に
伴
う
動
力
費
が
増
加
し
た
こ

と
等
に
よ
り
、
１
億
３

７
９
９
万

円
（
前
年
比
３
１
６
万
円
の
増
）

と
な
り
、
純
利
益
は
９
９
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
の
工
事
に
つ
い
て

は
、
大
沢
新
水
源
水
中
ポ
ン
プ
設

置
工
事
や
石
部
・
岩
科
地
区
新
水

源
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

委
託
業
務
に
つ
い
て
は
、
継
続

事
業
で
あ
る
水
道
事
業
基
本
計
画

お
よ
び
認
可
申
請
書
作
成
業
務
や
、

水
道
施
設
改
良
に
伴
う
測
量
業
務

等
を
行
い
ま
し
た
。

水
道
施
設
は
、
昭
和

年
か
ら

３０

年
代
に
整
備
さ
れ
た
施
設
が
多

４０く
、
老
朽
化
に
よ
る
改
修
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

平
成

年
度
か
ら
、
今
後
の
整

２３

備
内
容
や
財
政
計
画
等
を
盛
り
込

ん
だ
基
本
計
画
の
作
成
を
し
て
い

ま
す
が
、
老
朽
施
設
の
改
修
に
か

か
る
資
金
が
多
く
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
経

費
の
節
減
に
努
め
、
水
道
事
業
会

計
の
健
全
運
営
と
安
全
で
清
浄
な

水
の
安
定
供
給
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

現
在
の
契
約
給
湯
戸
数
は
、
自

家
用
３
２
１
戸
と
営
業
用

戸
で
、

３５

平
成

年
度
は
、
約

万
２

０
０

２４

１８

０
立
方
㍍
を
給
湯
し
ま
し
た
。

収
益
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
工

事
完
了
に
伴
う
開
始
に
よ
り
営
業

用
が
増
加
し
、
ま
た
国
債
等
の
運

用
利
息
も
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、

事
業
収
益
は
６

３
５
３
万
円
（
前

年
比

万
円
の
増
）
と
な
り
ま
し

９０

た
。一

方
費
用
は
、
電
気
料
金
値
上

げ
に
伴
う
動
力
費
の
増
加
や
８
年

ご
と
に
行
う
温
泉
量
水
器
の
取
替

費
用
等
の
増
加
に
よ
り
、
６

０
６

２
万
円
（
前
年
比
４
９
６
万
円
の

増
）
と
な
り
、
純
利
益
は
２
９
１

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

温
泉
事
業
は
昭
和

年
に
発
足

３９

以
来

年
を
経
過
し
、
現
在
の
と

４８

こ
ろ
安
定
的
な
供
給
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
各
施
設
の
改
修

に
伴
う
費
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
や
、
供
給
収
益
の
更
な
る

減
少
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

施
設
の
管
理
運
営
に
万
全
を
期
す

と
と
も
に
、
加
入
の
促
進
と
経
営

の
合
理
化
に
心
掛
け
て
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

厳
し
い
経
済
情
勢
や
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
、
新
東
名
高
速
道
路
の

開
通
等
に
よ
る
観
光
地
の
増
加
を

背
景
に
、
伊
豆
へ
の
観
光
客
の
減

少
が
止
ま
ら
ず
、
昨
年
度
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
が
大
き
か
っ
た

上
半
期
は
宿
泊
客
数
が
増
加
し
た

も
の
の
、
下
半
期
は
減
少
と
な
り
、

平
成

年
度
の
宿
泊
客
数
は
、
１

２４

９

７
４
８
人
（
前
年
比
９
８
７
人

の
増
）
と
、
前
年
を
わ
ず
か
に
上

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
食
や
温
泉
利
用
の
休

憩
利
用
者
も
、
地
域
の
皆
様
の
ご

利
用
で
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
宿
を

目
指
し
、
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直

し
や
体
験
プ
ラ
ン
の
提
供
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
割
引
プ
ラ
ン
の
設

定
等
で
宿
泊
客
の
増
加
を
図
り
、

ま
つ
ざ
き
荘
に
宿
泊
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
何
度
も
お
客
様
が
松
崎

町
を
訪
れ
る
宿
に
変
え
る
た
め
、

１
日
も
早
く
業
績
回
復
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

前年対比（％）差 引

（純損益）

決 算 額項 目

支 出収 入支 出収 入会 計

１０２．６９８．３９９３万円１億３，７９９万円１億４，７９２万円水 道 事 業 会 計

１０８．９１０１．５２９１万円６，０６２万円６，３５３万円温 泉 事 業 会 計

９５．９１０２．３△２，６１５万円２億７，３０４万円２億４，６８９万円伊豆まつざき荘事業会計

平平平
成

年
度

２４
事
業
会
計
決
算
の
概
要

平平平
成成

年年
度度

２２４４
事
業
会
計
決
算
の
概

事
業
会
計
決
算
の
概
要要

水
道
事
業
会
計

温
泉
事
業
会
計

町
営
宿
泊
施
設

伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
事
業
会
計

会 計 別 決 算 状 況
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－

俳

句－

佐

藤

享

細

矢

金

治

山

本

一

詞

小

林

一

男

高

橋

信

夫

石

田

宏

山

本

武

男

小

林

忠

男

稲

葉

文

字

依
田
ふ
じ
枝

稲

葉

菊

恵

土
屋
規
矩
子

吉
岡
う
た
子

夏

目

和

子

鈴
木
す
み
江

松
田
美
智
子

清

水

高

子

斎
藤
み
つ
子

六
年
余
待
ち
し
吉
報
青
葉
風

ど
の
鉢
も
気
韻
生
動
若
楓

山
道
を
塞
ぐ
女
竹
や
梅
雨
に
入
る

そ
よ
風
に
ち
ら
ち
ら
散
る
や
竹
の
秋

梅
雨
寒
や
ロ
ー
カ
ル
線
に
一
人
乗
り

泊
舟
や
一
灯
点
じ
梅
雨
の
闇

さ
わ
や
か
に
緑
一
斉
青
田
か
な

吾
が
心
明
る
く
な
り
し
柿
若
葉

薬
用
に
心
し
て
摘
む
蛇
苺

電
柱
に
啼
く
こ
と
忘
れ
梅
雨
鴉

桑
の
実
の
味
に
花
咲
く
ク
ラ
ス
会

棚
田
の
灯
心
も
と
も
す
初
夏
の
宵

髪
カ
ッ
ト
梅
雨
ど
き
の
風
軽
く
し
て

歳
時
記
と
遊
び
て
を
り
ぬ
梅
雨
ご
も
り

せ
せ
ら
ぎ
に
河
鹿
の
声
や
赤
い
橋

窓
際
の
風
呂
を
堪
能
梅
雨
の
宿

恋
文
の
ご
と
く
届
き
し
新
茶
か
な

歌
声
の
和
に
解
る
る
や
梅
雨
の
憂
さ

ほ
ぐ

松松松

崎崎

文文

芸芸

静
岡
県
消
防
協
会
賀
茂
支
部
操

法
大
会
が
６
月
９
日（
日
）、
下
田

市
敷
根
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
団
員
の
技
術
の

向
上
と
消
防
意
識
の
高
揚
を
目
的

に
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
大
会
に
は
、
賀
茂
地
区
１
市

５
町
の
消
防
団
員
３
８
９
人
が
参

加
し
、
消
防
関
係
者
等
大
勢
の
観

客
が
見
守
る
中
、
各
消
防
団
の
代

表
が
、
ポ
ン
プ
車
操
法
と
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
２
部
門
で
技
術
や
タ

イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

松
崎
町
消
防
団
か
ら
は
、
ポ
ン

プ
車
操
法
に
第
一
分
団
第
三
小
隊

（
道
部
）
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
第

四
分
団
（
中
川
）
が
出
場
し
、
約

１
カ
月
間
続
け
て
き
た
訓
練
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

松
崎
町
消
防
団
は
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
で
は
惜
し
く
も
入
賞

は
逃
し
ま
し
た
が
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
で
優
勝
、
ま
た
、
最
優
秀

賞
（
個
人
賞
）
に
佐
藤
公
彦
団
員

（
ポ
ン
プ
車
操
法
二
番
員
）、
金
子

知
樹
団
員
（
ポ
ン
プ
車
操
法
三
番

員
）
が
選
ば
れ
る
等
、
優
秀
な
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

優
勝
し
た
第
一
分
団
第
三
小
隊

（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
）
は
、
９

月
８
日（
日
）に
静
岡
県
消
防
学
校

（
静
岡
市
）
で
開
催
さ
れ
る
、
静

岡
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

小型ポンプ操法 ポンプ車操法

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

優勝した第１分団第３小隊

大 会 結 果
ポンプ車操法の部

① 松 崎 町
② 河 津 町
③ 西 伊 豆 町

小型ポンプ操法の部

① 西 伊 豆 町
② 東 伊 豆 町
③ 下 田 市

ポンプ車操法の部 第１分団第３小隊（道部）

指揮者 土屋貴嗣班長 ３番員 金子知樹団員

１番員 佐藤良太団員 ４番員 稲葉智浩班長

２番員 佐藤公彦団員 補助員 岡村 篤団員

小型ポンプ操法の部 第４分団（中川）

指揮者 土屋英樹団員 ３番員 山本幸永班長

１番員 山崎大介班長 補助員 鈴木啓介団員

２番員 山本芳紀班長

７月２１日（日）は
参議院議員選挙の投票日です

投票できる方は

平成５年７月２２日までに生まれ、

平成２５年４月３日までに住民に

なった方。

期日前投票

【期間】７月５日（金）から

７月２０日（土）まで

【時間】午前８時３０分から

午後８時００分まで

【場所】生涯学習センター

小会議室

入場券について

入場券は、公示の日から数日の

うちに郵送されます。

入場券が無くても投票できます

ので、係員に申し出てください。

【問合せ】

選挙管理委員会（４２）１１１１

静静
岡
県
消
防
協
会
賀
茂
支
部
操
法
大

静
岡
県
消
防
協
会
賀
茂
支
部
操
法
大
会会

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
優
勝

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
優
勝
！！

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
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６/８

第３回オーシャンスイムレース

岩地海岸では、県内外から約２００人が参加し、
大規模な遠泳大会が開催されました。大会当日
は、天候も良く波も穏やかな好条件のもと、参
加者は力強い泳ぎでゴールを目指しました。

６/１７

帯広市から初夏の定期便「スズラン」届く

帯広市から初夏の花「スズラン」約６千本が
届き、町内の学校や幼稚園、保育園、観光施設
等に配布しました。受け取った園児たちは、北
の大地からの甘い香りを楽しみました。

第
５
次
総
合
計
画
の
実
現
へ
向
け
て

６
月
３
日
（
月
）、
４
日（
火
）

の
２
日
間
に
わ
た
り
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
へ
の
加

盟
資
格
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
で
は
、
石
部
の
棚
田
を

は
じ
め
と
す
る
海
や
山
等
の
地

域
資
源
の
豊
富
な
点
、
先
人
の

生
活
に
よ
り
培
わ
れ
た
な
ま
こ

壁
の
街
並
み
や
桜
葉
栽
培
等
の

文
化
や
こ
れ
ま
で
町
民
の
皆
様

と
と
も
に
進
め
て
き
た
「
花
と

ロ
マ
ン
の
ふ
る
里
づ
く
り
」
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

を
「
全
町
ま
る
ご
と
ふ
る
さ

と
自
然
体
験
学
校
」
と
し
て
、

町
民
が
先
生
と
な
り
、
地
域

資
源
を
活
用
し
、
交
流
を
通

し
て
誘
客
を
図
る
こ
と
を
重

点
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。こ

の
結
果
、
石
部
の
棚
田

の
オ
ー
ナ
ー
制
度
、
体
験
修

学
旅
行
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ

ラ
ソ
ン
等
の
既
存
の
施
策
に

加
え
、
伊
豆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
レ
ー
ス
の
開
催
や

オ
ー
シ
ャ
ン
ス
イ
ム
レ
ー
ス

の
誘
致
等
、
多
方
面
に
わ
た

り
、
新
た
な
取
り
組
み
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

第
５
次
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ら
の
施
策
を
継
続
、
拡
充

す
る
こ
と
を
観
光
振
興
の
大
き

な
柱
に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、

地
域
資
源
や
文
化
を
活
用
し
、

松
崎
な
ら
で
は
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
行
政
と
町
民
の
皆
様
が
協

力
し
、
不
足
す
る
部
分
を
補
い

合
う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
前
回

も
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、

総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る

際
、
職
員
に
対
し
、「
５
Ｓ
」

運
動
を
徹
底
さ
せ
、
町
民
の

皆
様
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
存

在
に
な
る
よ
う
訓
示
し
ま
し

た
。町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
町
を
元
気
に
す
る

た
め
の
ご
提
案
や
ご
意
見
等

を
職
員
に
お
寄
せ
い
た
だ
く

と
と
も
に
町
政
へ
積
極
的
に

ご
参
画
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
５/１９

第３７回岩地温泉大漁まつり

岩地海岸では、カツオの初漁を祝う「岩地温
泉大漁まつり」が開催され、カツオを使った郷
土料理のニアイナマスや刺身等が振る舞われ、
多くの来場者で賑わいました。

６/５

姉妹都市の帯広市より「アスパラ」届く

開拓姉妹都市の北海道帯広市より、特産品の
「アスパラガス」が届きました。アスパラガス
は、学校給食として、町内の幼稚園や小・中学
校の子どもたちが味わいました。

町長室からこんにちは ◯４３
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，５１８人（－１人）

男 ３，５７０人（－２人）

女 ３，９４８人（＋１人）

世帯数 ３，０５８戸（－１戸）

転 入 ２３人 転 出 １０人

出 生 ２人 死 亡 １６人

（平成２５年５月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ２件 （－５）

物損事故 ９件 （－３）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １０人 （＋１０）

二
〇
一
三
年
七
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

九

〇

号

平成２５年５月発生分

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（55月届出分月届出分））

保護者性別名 前地 区

松 岡 俊 介女リ タ
り た

八木山

渡 邉 武 司男樹
いつき

山 口

おめでとうございます（出生）

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
⑱

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
⑱
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

近
年
、個
人
事
業
者
の
事
業
所
等
を
訪
問
し
、

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
」、「
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
も
万
全
」、「
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
（
検
索
サ

イ
ト
に
お
い
て
、
上
位
に
表
示
さ
れ
る
よ
う
な

対
策
の
こ
と
）
も
行
う
」
等
と
告
げ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
用
の
Ｃ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
毎
月
の
支

払
額
を
数
万
円
と
し
、
多
数
回
に
わ
た
る
高
額

な
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
組
ま
せ
て
購
入
さ
せ
た
り
、

リ
ー
ス
契
約
を
さ
せ
た
り
す
る
よ
う
な
商
法
が

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
商
法
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
知
識

を
十
分
に
持
た
な
い
個
人
事
業
者
に
対
し
、
あ

た
か
も
契
約
を
す
れ
ば
売
上
ア
ッ
プ
に
直
結
す

る
か
の
よ
う
に
誤
解
さ
せ
る
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク

を
繰
り
広
げ
る
が
、
実
際
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
最
終
的
な
完
成
や
管
理
は
結
局
、
事
業
者
に

お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
や
、

Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
を
や
っ
て
い
る
の
か
不
明
確
な
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
個
人
事
業

者
は
高
額
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
料
金
等
の
支
払
い
の

み
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
勧

誘
を
受
け
た
際
に

は
、
安
易
に
契
約

を
せ
ず
に
、
慎
重

な
対
応
を
し
て
く

だ
さ
い
。（

文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
）３
９
６
４

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
商
法
」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

町 の 交 通 事 故

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

幸
福
駅
は
、
昭
和

年
に
放
送

４８

さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
新
日
本

紀
行

幸
福
へ
の
旅
～
帯
広
」
で

紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、

「
愛
の
国
か
ら
幸
福
へ
」の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
一
大
ブ
ー
ム
と
な

り
ま
し
た
。

今
年
は
幸
福
駅
ブ
ー
ム
か
ら
４０

年
の
節
目
を
迎
え
、
こ
の
間
、
多

く
の
観
光
客
が
幸
せ
を
求
め
て
訪

れ
て
お
り
、
最
近
で
は
台
湾
や
香

港
等
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
増

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
か
ら「
恋
人
の
聖
地
」

と
し
て
も
選
定
さ
れ
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
二
人
で
行
き
た

い
恋
人
の
聖
地
」
の
第
１
位
に
輝

き
ま
し
た
。

そ
ん
な
帯
広
市
の
観
光
名
所
で

あ
る
幸
福
駅
で
す
が
、
建
物
の
老

朽
化
に
伴
う
安
全
性
の
確
保
の
た

め
、
今
年
の
秋
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
す
。

駅
の
外
観
は
現
在
の
趣
を
残
し
、

帯
広
市
か
ら

「「
幸
福
駅
が
新
し
く
な
る

「
幸
福
駅
が
新
し
く
な
る
」」

ホ
ー
ム
に
あ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー

は
、
観
光
情
報
施
設
と
休
憩
が
で

き
る
施
設
に
す
る
ほ
か
、
今
ま
で

も
実
施
し
て
い
る
模
擬
結
婚
式

「
ハ
ッ
ピ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
」
用
の

チ
ャ
ペ
ル
を
設
置
予
定
で
す
。

ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

か
の
よ
う
な
昭
和
の
レ
ト
ロ
が
漂

う
幸
福
駅
は
、
こ
れ
ま
で
訪
れ
た

多
く
の
皆
様
の
思
い
が
詰
ま
っ
た

場
所
で
す
。

「
生
ま
れ
変
わ
る
前
の
幸
福
駅

を
そ
の
目
に
焼
き
付
け
た
い
」、

「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
幸
福
駅
が

気
に
な
る
」
と
、
お
思
い
の
松
崎

町
の
皆
様
、
ぜ
ひ
「
恋
人
の
聖
地

幸
福
駅
」
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

幸
福
ハ
ッ
ピ
ー

セ
レ
モ
ニ
ー
の

様
子

▼

▼幸
福
駅
舎

姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

届出人年齢氏 名地 区

光９６土 屋 大 治宮 内

史 年８４柏 木 三 郎江奈１

利 実８８馬 場 甲南 郷

一 道７５近 持 潤 次吉 田

石田裕紀８３平 野 清 江江奈２

義 弘７６山 本 秀 子江奈２

悦 子８０渡 邉 和 作雲 見

美 忠昭９２美橋とし子岩 地

佐藤清美６６山田惠美子小杉原

き よ せ８４船津つゆ子江奈１

か つ 江６５鈴 木 靜 雄伏 倉

一 平６９森 成江奈４

斎藤義雄９１齋 藤 な る岩 地

宇 良 子７４土 屋 武 博岩 地

おくやみ申し上げます（死亡）

保護者性別名 前地 区

山 本 光 洋女紗 夢
さ くら

南 郷

４月届出分（訂正）


